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る
」
と
言
う
。
神
戸
に
は
日
本
で

潜
水
艦
を
製
造
し
う
る
三
菱
重
工

業
と
川
崎
重
工
業
の
ド
ッ
ク
が
肩

を
並
べ
て
い
る
。
日
本
の
潜
水
艦

建
造
レ
ベ
ル
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ

級
。「
戦
争
時
に
は
強
敵
と
な
る

潜
水
艦
の
工
場
を
た
た
く
の
が
先

決
」
と
こ
の
幹
部
は
説
明
す
る
。

　

戦
力
と
は
実
際
の
軍
隊
の
こ
と

と
考
え
が
ち
だ
が
、
こ
の
よ
う
な

工
場
も
含
め
て
の
戦
力
な
の
だ
。

前
述
の
2
社
を
は
じ
め
装
甲
車
を

製
造
す
る
コ
マ
ツ
な
ど
の
装
備
メ

ー
カ
ー
な
ど
、
憲
法
で
は
放
棄
し

た
は
ず
の
戦
力
を
持
っ
て
い
る
企

業
が
多
い
。こ
の
点
だ
け
で
も
、憲

法
と
の
矛
盾
は
極
め
て
深
刻
だ
。

　

そ
れ
で
も
、
こ
れ
ま
で
は
一
定

の
足
か
せ
が
あ
っ
た
。「
自
衛
の

た
め
の
最
小
限
」
の
兵
器
し
か
持

て
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
の
下
で
調

達
が
な
さ
れ
て
お
り
、
長
距
離
爆

撃
機
、
攻
撃
型
空
母
な
ど
は
持
て

な
か
っ
た
。

　

今
後
、
い
ざ
集
団
的
自
衛
権
を

行
使
す
る
と
な
れ
ば
、
そ
れ
に
備

え
た
「
攻
撃
型
兵
器
」
の
調
達
も

視
野
に
入
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
と

な
る
と
、
現
行
憲
法
と
の
矛
盾

は
、
さ
ら
に
広
が
る
。
政
権
交
代

に
よ
り
解
釈
が
変
わ
る
リ
ス
ク
も

あ
り
、
そ
の
場
合
の
混
乱
は
著
し

い
。「
解
釈
」
で
憲
法
の
趣
旨
を

変
え
る
や
り
方
は
、
も
は
や
限
界

で
あ
る
。 

力
で
他
国
を
守
る
「
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
」
容
認

を
急
ぐ
安
倍
晋
三
政
権
。
私
的
諮

問
機
関
で
あ
る
「
安
全
保
障
の
法

的
基
盤
の
再
構
築
に
関
す
る
懇
談

会
」（
安
保
法
制
懇
）
の
報
告
書

を
受
け
て
、
自
民
党
は
連
立
与
党

の
公
明
党
と
協
議
を
始
め
た
。

　

た
だ
、「
解
釈
」
で
の
行
使
容

認
は
、
憲
法
と
現
実
の
間
を
さ
ら

に
乖
離
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
日
本
国
憲
法
第
9

条
は
、
現
実
と
の
矛
盾
を
拡
大
さ

せ
て
き
た
。「
戦
争
の
放
棄
」（
第

1
項
）
と
「
陸
海
空
軍
そ
の
他
の

戦
力
や
交
戦
権
の
放
棄
」（
第
2

項
）
は
、
自
衛
隊
と
い
う
名
の
世

界
有
数
の
陸
海
空
軍
の
存
在
が
あ

る
以
上
、
現
実
と
ま
っ
た
く
か
み

合
わ
な
い
内
容
だ
。

　

さ
ら
に
、
多
く
の
日
本
人
が
気

づ
い
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。

「
日
本
語
で
書
か
れ
た
戦
力
と
は

w
ar potential

。
こ
の
意
味
は

広
い
」
と
『
ジ
ェ
ー
ン
ズ
・
デ
ィ

フ
ェ
ン
ス
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
』
東

京
特
派
員
の
高
橋
浩
祐
氏
は
指
摘

す
る
。「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
憲
法
起
草
者
の

証
言
で
は
、
造ぞ

う

兵へ
い

廠し
ょ
う

や
戦
争
に
使

用
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
工
場
を

含
ん
で
い
る
」。

　

そ
れ
は
当
然
だ
ろ
う
。
あ
る
海

上
自
衛
隊
幹
部
は
「
私
が
敵
国
側

で
あ
れ
ば
、
潜
水
艦
を
製
造
す
る

ド
ッ
ク
が
あ
る
神
戸
を
攻
撃
す

武

本
誌
：
福
田
恵
介

憲
法
解
釈
の
変
更
に
は
限
界

物
議
醸
す「
集
団
的
自
衛
権
」

矛盾

ニュース最前線

安倍晋三首相は5月15
日の会見で日本の安全
保障を大転換する方針
を提示した

時事


